
1国民の期待としてのフィードバック

宇宙を知る

論点事項の見える化イメージ（たたき台）

宇宙を支える

技術

＜利用の拡大＞

宇宙を使う

宇宙開発利用を支える人材の育成
・大学院教育など

次世代を担う科学技術人

 
材の裾野の拡大

＜自律性の確保＞

知的好奇心
の触発

ニーズ

技術の裾野の拡大

フロンティアの拡大

安全保障

国富の拡大

国民生活向上

国際的プレゼンス
の向上

・技術の開発、実証、提供

・宇宙科学、宇宙探査
・ミッションを通じた人材育成

初中教育段階からの理

 
数系教育の充実

科学技術水準の向上

国力の向上

・実用、新産業創出

知的資産の蓄積

～人と技術で支える宇宙開発利用～～人と技術で支える宇宙開発利用～

産業競争力確保

資料３－３－２
科学技術・学術審議会

研究計画・評価分科会

宇宙開発利用部会

(第3回)H24.9.13
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宇宙の開発及び利用

理数に関心を持つ
一般の人々

（社会環境の醸成）

宇宙関連法人・企業等
（産・学・官）

高等教育

初等中等教育

興味と需要で支える

専門人材と社会環境が支える宇宙開発利用

人材で支える

コミュニケーション
期待

情報発信
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○優先順位を考えるに当たって、
 

宇宙の“実利用”と“先端研究開発”は、

→“食べ物”と”着物”か？

→“今日のメシ”と“明日のメシ（の種）“か？

○宇宙の利用の拡大と自律性の確保に当たって、

「実利用」と「先端研究開発」は車の両輪
 

片輪走行では、持続的発展は困難
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